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＜考察＞

今回、初めての病院視察に参加させていただいた。業務をしている中で「他の病院ではどのようにしているのだろうか」という疑問を持っていたため今回の視察研修は非常に貴重な体験であった。今回の視察研修の目的は①他病院と自分の病院を比べる。②仕事をふり返り他病院のいいところで盗めるものを盗む。③自分の病院のいいところをみつけるであった。お忙しい中、事前から準備して下さったことが伝わり大変ありがたかったし申し訳なかった。他病院を受け入れることは迷惑をかけていること・お互いに情報交換ために行くこと・他病院の工夫を教えてもらい盗むこと・そのためには自分の勤務している病院のことを知っていることが大切であると痛感した。人からものを学ぶ時にその人からうまく引き出すこともテクニックだと思った。このテクニックは自分の弱い部分なので身につけたいと思った。

＜木島病院見学＞

木島病院はリスクマネジメントと人事考課に力を入れている長い歴史のある病院であった。はじめに南院長の病院経営管理についての講演を受けることができた。「管理職には徹底的に管理職の気持ちを持ってもらう」という言葉に自分はどうなのかと問われている気がして考えさせられた。目標管理シートは病棟でも使用しているが木島病院のシートは目標がカレンダー形式でいつまでに何をするかが明確となるような形であったので工夫だなと思った。最後に南院長より「精神科で求められることは精神科でしかできないことである。統合失調症は患者様の治療・ケアがはっきりしている。今後はそれ以外にも痴呆や神経症・アスペルがーなど多様化しているため健康な人も対象としていく。いろいろな分野に入っていく。」という言葉に日々進歩していく医療に勉強をつづけていかないといけないなと思った。

施設見学では通所授産施設「コミュニティ・プラザ」で喫茶店や手作り青空弁当を独居老人や個人へ配達している。生活訓練施設「コミュニティ・ビレッジ」では当直者がいないため夜間は利用者様から救急事務当直に電話をする。青南病院では支援センターで２４時間体制である。「外来」ではＳＷ相談室がありパソコンで入院案内・費用・小遣い金の管理について説明している。説明後に別に入院案内を渡しているということで自分がもし患者様や家族だとしたら安心するだろうなと思った。行動指針の「分かりやすく丁寧に説明します」を実践していると思った。診察室は３室あり事故予防のため入り口が２つある。声が洩れていたことが気になった。大きく見やすい病院の理念のポスターを急性期病棟はじめ全病棟に貼っていた。「デイケア」では２つほどプログラムを組み好きなものを選んでいただく。参加を拒否した利用者様は参加しないということで青南病院では病棟のリハビリテーションプログラムも参加は基本的に全患者様参加である。拒否される患者様には必要性を説明して参加していただいている。プログラムの内容の充実は課題である。患者様の意見箱ではすべての意見に回答している。家族から意見があれば郵送で回答している。病棟での記録は看護診断を入れていたが青南病院ではフォーカス・チャーティングやケアプラン作成など記録についての研修が充実しているため勉強になると思った。カルテもみせて下さったので比べることができた。行事の写真を個別に撮影し（2人以上になると個人情報保護法で問題となるため）掲示し希望があれば家族に渡している。季節に合わせて掲示物も工夫している。入浴を機能訓練に入れているということで病院によって考え方が違うのだと感じた。病室内に名札があり、入院時に説明し患者様の希望があればイニシャルにする等配慮しているということであった。病棟で薬の管理をしており青南病棟では薬局で管理している。誤薬の事故が多いと話されており指示受けのチェック表を使用していた。青南病院では薬の指示受け時に板に記入していることを紹介してきた。閉鎖病棟では自己服薬管理は実施していないとのことで、青南病棟では回復期治療病棟で自己服薬管理を実施し管理していると思った。事故報告書もみせていただいた。青南病院では「なぜできなかったのか」分析しフィードバックしている。お互いに情報交換する貴重な場となった。

＜長岡ヘルスセンター＞

　長岡ヘルスセンターでは、ミッションとして「あらゆる場面において常に人間の尊厳に重きをおくことが何よりも大切と考えています」とあり言葉づかいや患者様の対応を大切にしている。同僚同士でも自分以外は客と考え丁寧に接する。「言葉づかいが悪いと仕事もできない」と考えている。病院はサービス業であるとあらためて感じた。スタッフオフィスを「サービスステーション」と呼ぶことにも表れていると思った。そしてサービスステーション内は整理・整頓がきちんとされており、気持ちがよかった。見習いたいと思う。

「デイケア」では講師として社会福祉協議会にボランティアを依頼しているとのことでエアロビクスや陶芸などプログラムの内容が充実していた。急性期病棟の保護室は木製であり、松山の四国記念病院の見学を参考にしたとのことであった。保護室に入った際、木製のため圧迫感がなく落ち着く感じがした。リハビリテーションでは作業療法で料理が好きな患者様の「料理グループ」と退院後に一人暮らしが必要な患者様に対して「家事動作グループ」をプログラムとして提供している。長岡ヘルスセンターでは会議を重ねて情報共有しながら他職種と連携がとれる様になってきたと話されていた。ＳＳＴは長期入院の患者様が多く、患者様のニーズに合わせて「服薬の自己管理モジュール」を使用している。回復期治療病棟では自己服薬管理も実施しているため参考にしたいと思う。今回、サービスマナー研修も見学することができた。手作りのビデオで事例を元にロールプレイする方法で工夫されていると感じた。病院教育委員会の研修は日勤の時間内（15時～16時の2時間）で実施しているとのことであった。長岡ヘルスセンターはハード面も充実しているが患者様に接するスタッフの対応を大切にしていると感じた。

＜今回の病院見学で感じたこと＞

見習いたいこと

· 病院理念が急性期治療病棟はじめ病院のいたるところに貼られており、見やすいこと

· スタッフオフィスの整理・整頓

· 行事の際、患者様の写真を１名づつ撮影し希望した家族へ渡していること

· 患者様担当をスタッフオフィス前に張り出していること

· 病院はサービス業であるという姿勢・マナー研修

当院が他病院に誇れること

· 閉鎖病棟でも自己服薬管理を実施している

· 記録の勉強会の充実

· 看護スタッフによる治療プログラムの提供










